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背広とミニスカート｡ともにイギリスの産物である
が､両者の起源に繁らぬ緑をも濁こそプライトンである｡

人にふりか冬bれるような派
手な装いをしてはならぬ｡そんな否定の美学を射ち立て､近代テーラード･スーツ(門広の附き窒凍ペ墓意識の基盤を作った列の名は､ジョージ･ブライアン･ブランメル｡通称をボー･ブランメルというこの元祖ダンディ萄はじめは胸袋の

を出して王室財政をがたがたにしてしまうこ沿擦歌塁太子は､金に糸目をつけ撃にプライトンに離宮を建てる.それがロイヤル･パヴィリオンである｡
今やブライトとの観光スポ

ットとして有名なこの建S'外側はアラビア風､内装には中凍風もあって､良く言えば薮撃絢

欄(けんらん)､悪く言えば悪趣儀の権化であるoジョージ四世のライフスタイルそのままに､どこもかしこもコチコチである｡そう､まさしくブランメルが嫌い､排斥しようとしたティ,ストそのもの｡アンチ･ロイヤル･パヴィリオン的な美意識は今も男性のスーツに生きている｡
l方のミニスカート｡1I九六〇年代に二十歳そこそ

こでき烹カー巷界的に流行させたマリー･クワントは､

の洗礼を受けていた｡
御身のスーツに米軍祭のコ

ートをはおり､改造ヴェスパ(イタリアのバイク)を乗り回すクールなモッズと､革ジャンにリーゼント･ヘアの挙りざらロッカーズ｡ファッションにアイデンih悠アイの保警求めるストリート文化の祖でもあるこの二つのグループは､休日になると海辺にバイクを飛ばもて乱樹を繰り広げていた｡最も派手な暴動が撃ちた場所のひとつがプライトン｡ここは今でも(樹世

代めかの)モッズのメッカである｡

田

(搬飾史家)

アドバイには嫉酪


